
表表紙部 裏表紙部

開口部

持ち易いバインダー
（書類バインダー「Ｇｒｉｐ Ｂｉｎｄｅｒ」）

2024

こんなことが出来ます！
バインダーの持ち運びが楽になります。さらに、
バインダーに挟んだ書類を落とさずに持ち運びできます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
　表表紙部と裏表紙部の何れか一方に、背表
紙とは反対側の端部に使用者の指の入る開口
部を設ける。

【従来の問題点】
　パンチ穴を開けたくない場合、ファイルに
綴じないで収納する場合等、綴じない状態で
ファイルに収納された書類や紙片は、持ち運
び時に脱落することがある。

　不動産の仕事をしていて、実際に困った
ことを解決した発明です。

１）開放特許情報DB番号／L2025000743
２）特許番号／特許第７１８６９１６号
３）公開番号／特開2024－035584
４）出願番号／特願2022－140147
５）出 願 日／２０２２．９．２
６）発明の名称／「ファイル」
７）特許権者／株式会社へいわ
８）代表発明者／菅原　伸育
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　■試作 □実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　本発明は、書類や紙片等の損傷を簡単な構成で抑制するとともに、書類等の脱落を防止し、持ち運び
が容易なファイルである。
　一方の表表紙部には、背表紙部と反対側となる長辺側の端部中央付近に貫通孔からなる開口部が形成
されている。他方の裏表紙部には、表表紙部の開口部と対向する位置に開口を有さない。
　開口部は、表表紙部の長辺側の端部を使用者が握った位置に設けられており、少なくとも指の先端の
大きさより大きく形成される。
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　マルチシート固定、添え木固定、添え棒固定の
３ステップ作業が、一本の「シート押え」で楽にで
きます。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２１００１８８３
２）特許番号／特許第６９８３４１３号
３）公開番号／特開２０２０－0５８３１３
４）出願番号／特願２０１８－１９３２７６
５）出 願 日／２０１８．１０．１２
６）発明の名称／「添え木兼用シート押え具」
７）特許権者／吉村　富士夫
８）代表発明者／吉村　富士夫
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 ■譲渡
）共同開発・研究の意思 □有 ■無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

ステップ1

ステップ3

ステップ2

収穫

添え棒

添え棒支持部

支柱部

押え部

2025

こんなことが出来ます！
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【解決したポイント】

　

【従来の問題点】

１）開放特許情報DB番号／L2025000760
２）特許番号／特許第7445294号
３）公開番号／特開2021－142315
４）出願番号／特願2020－066297
５）出 願 日／2020.3.12
６）発明の名称／「ラップタオル」
７）特許権者／伊奈垣　由美
８）代表発明者／伊奈垣　由美
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　■試作 ■実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当　
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

①ギャザー部が乾きにくい。
②前面のラップ隙間から肌が見える。
③ゴム交換が出来ない。
④ゴムの長さ調節ができない。

①ゴム付き綾テープを引っ張るとギャザーが寄るが戻すと
　ギャザーが寄らない。
②前面ラップ部分の幅を広くした。
③ボタン留めでゴム交換できる。
④ボタンホール付きゴムで長さ調節できる。

●乾きにくさ解消のための構造を考えた ➡ 必要時のみギャザーが寄る ➡ ゴム＋綾テープ
●前面ホックの隙間から肌が見えるのが気になる ➡ ラップ部分の幅を広くした
●ゴム交換がしたい ➡ 縫い付けをやめる ➡ ボタンホール付きゴムを採用（ボタン止め）
●やせ型・ぽっちゃりでゴム調節がしたい ➡ ボタンホール付きゴムで解消
●その結果、ポンチョ型で、夏しか使っていなかったラップタオルが、真っ平らに干せて、
　お風呂上りにも使えるようになった！（２WAY）
●また、スポーツクラブのシャワー後の女性、介護施設での入浴後などの需要も見込まれる。

乾きにくかったギャザーの寄ったゴム部分を改良して、格段に乾きやすくしました。

　乾きにくさにストレスを感じた実体験から
の発明です。多くのママや使用者（特に女の
子）のストレスを解消して笑顔を増やしたい！
　製造販売メーカー様からのご連絡をお待
ちしております！

進化系２WAYラップタオル
（バスタオルのように、真っ平らに干せて乾きにくさ解消！）
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